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図2　岡山大学津島地区最終放流水の窒素含有量およびリン含有量
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わかる。さらに紙面の関係上省略したが，各学部のpH槽における両者の測定値は，これらの値よ
りもかなり低い値を示した。このことは昭和60年度環境管理センターで行ったアンケートの中で
窒素及びリンの含有物質の内排水に影響を及ぼす物質の量の集計からもうなずける。しかし本年
度行った各部局と環境管理センターとの水質管理に係わる共同業務において，配管径路を点検し
たところ，実験系の配管を有する部局では，ピット内で富栄養化現象を呈している箇所が多く，
各部局では，窒素及びリンに限らず排水全般に関して慎重な取り組みが望まれる。最終放流水中
の窒素及びリンの含有分のほとんどは，し尿および食堂廃水等の合併処理排水によるものである。
今後さらに規制値を厳しくしなければならない現状，本学においても，さらに高度な排水処理技
術を検討していく必要がある。
5．おわりに
　　児島湖については，流入している窒素及びリンの8割前後が生活系排水と言われており，下水
　道の整備は大きな比重を占める施策であるが，当面の課題は家庭排水対策，し尿等処理施設の整
　備および高度化，俊諜その他の浄化対策が必要で，それには水質の監視測定，流入径路の調査，
　研究の推進と技術開発および知識の普及と意識の高揚が望まれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（環境管理センター　竹内　文章）
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